






















































が 430 名にのぼった。さらに 1 年後には、耕地に留まっていたのが
191 名であったという（註 1）。そこでは「正確な数字を得るわけにはい
かないが」との断りの後、移民たちの移動先について、西北鉄道敷設
工事人夫 120 名、サントス市中 110 名、サンパウロ市中 102 名、サン
パウロ州内の他耕地 40 名、リオデジャネイロおよびミナス州にある































































































































































































































































































































































10 号はさらに 2 年のブランクの後の 1995 年 12 月の刊行であり、最
終号となった。
　終刊の理由は宮本の実務的負担が増加したことであった（註 11）。中
心的な存在の一人であった関口がメキシコに転居したためである。第
７号に収録されている「巴茶媽媽歴」には「同年（1992 年・筆者註）
一月十二日、日曜日　伸治夫妻の壮行を兼ね、『巴茶媽媽』新年例会
を俊樹宅にて行う。（略）伸治夫妻を囲んで、マリ、巌、俊樹、朗、
郭君とその恋人、伸治の義妹マリッサとそのノビオ、彼一家の新しい
門出を祝盃す」、「同年一月二十日、月曜日　伸治夫妻、新しい展望を
求めて日本に発つ。昨日はホルヘを迎え、今日は二人を見送る。会う
者は別れる。これ必定の運命と知りつつも、この二人の力が欠けた、
これからの『巴茶媽媽』の運営を思う時、大変な重荷を感じる。来月
にはメキシコに赴任する伸治夫妻の多幸を祈ること切なり」との記載
がある。この「巴茶媽媽歴」の筆者である増山も、関口のメキシコ移
住は、今後の『巴茶媽媽』刊行の上でも分岐点となる出来事として認
識していたことがわかる。関口は同人を離脱したわけではなかったが、
アルゼンチンから遠くメキシコの地にあることは、実質的には外地参
加の体を取らざるを得ない。実務は宮本の双肩に掛かってくるという
現実が待ち受けていたのである。その心理的な状態は押して図らず、
であろう。
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４、「グワラニーの森の物語」
　増山朗によって書かれた「グワラニーの森の物語」は、『巴茶媽媽』
第 7 号を除いて連載された、未完の大長編小説である。終刊号である
第 10 号の時点で「中編」に入ったばかりという、壮大な構想のもと
に書かれ続けた作品であった。「一移民の書いた移民小説」という附
言が付され、時々作中に作者の増山も姿を現すことがある作品である。
　物語は尚吉とナルシサ夫婦の末息子であった 10 歳のアンヘリトが
亡くなった場面から始まる。尚吉は北海道の石狩平野のはずれに生ま
れ、移民としてアルゼンチンに渡ってきた人物であり、その地で妻と
なるナルシサに出会い、ミシオネスの大森林を耕しながら 3 人の子宝
をもうけた。末の息子アンヘリトは生前、産湯を使った清水の湧き出
るミシオネスの大森林、グワラニーの森が好きだった。今は魂となっ
たアンヘリトとともにグアラニーの森の物語を紡ぐ体裁をとってい
る。「願くはアンヘリトの魂よ、我と共に遊べよ」との語りから物語
は始まることとなる。しかし残念ながら『巴茶媽媽』の終刊とともに
この「物語」は未完のまま終了してしまったため、尚吉とナルシサ夫
婦は二度と登場しなかった。
　では誰が主人公となって物語は進行していったのか。それが第 2 章
から登場する田中誠之助である。田中誠之助は実在した人物で、アル
ゼンチン移民史ではミシオネス州に日本人が入植するきっかけを作っ
た人物として知られている。『アルゼンチン日本人移民史　第一巻戦
前編』には「田中は 1912 年アルゼンチンに来て、ブエノス・アイレ
スで赤手団という団体を結成した。1915 年１月にはメンドーサやコ
ルドバを赤手団員と歩き、二百五十家族の日本人を入植させる計画を
たてて在チリ公使に援助を要請したりしている。また 1915 年頃には、
十四、五名の団員が「グランハ・ハポネサ」と称する農場に就労して
いた。ミシオネスかパラグアイで鹿児島県人を中心とする「新日本建
設」という理想を赤手団は掲げていたといわれる。さらに田中は日本
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人が働いていたガティ・チャベス百貨店の重役レグランドと知り合い
になった。レグランドはミシオネス州に二千五百町歩を所有し、日本
人五十家族を収容する計画をもちかけてきた。1915 年にパラナー河
を遡行してエル・ドラード近辺まで踏査した田中は、この地を日本人
の理想郷と確信した」（241〜242 頁）と説明されている。この田中誠
之助の人生に沿うように、物語は田中の視点で進行していくのである。
　鹿児島県生まれの田中は、契約移民として南米に渡航する者が身の
回りに多かったこともあり、若い頃から自分も南米の様子を知りたい
と心に決めている。そして士族である父親・虎の理解もあり、30 歳
にして南米への船上の人となる。その船上で知人となった英国人夫婦
にイグアスの「大瀑布のしぶきに当たらずして、南米大陸を語る勿
れ」と言われ、ミシオネス州グワラニーを目指す。まずは日本の契約
移民が就労しているブラジルの各耕地を巡り、平野運平とも知り合い
になる。そしてブエノスアイレスからパラグアイのアスンシオンを目
指してラ・プラタ河を北上する。その後イグアスの滝を目指す船上に
て一人のイギリス人男性と知り合う。このイギリス人は「果樹園芸試
験所の技師」であり、敬虔なクリスチャンでもある人物で、彼から講
釈を受ける設定でイグアスの滝とグワラニーの森にまつわる長大な歴
史が、キリスト教布教の歴史とともに語られ続けるのである。ここで
読者は、日本人移民が生活の地として選択したアルゼンチンという国
の広大さと歴史的な複雑さと深さを知ることになる。それは次のよう
に書き表されている。
誠之助は自分と余り年格好もちがわない英人技師の蘊蓄に讃
嘆した。かつての学生時代の試験勉強に戻る思いで、記憶止め
用の帳面を持ち出して、彼の言葉を必死に書きとめた。その言
葉の多くは誠之助の耳には全く新しく、諄々と快く、思わず知
らず未知の世界へ身も魂も引きずり込まれた。誠之助が聞き馴
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れない人名や地名に戸惑ってふと不審顔を上げると、英人技師
も口調を止めて懇切な書体で誠之助の帳面に書き入れてくれた。
気が付いてみると食堂の中は彼ら二人だけにランプの明りが残
されてあった。（第 3 号）
　さらに作者の増山は、小説の途中で「註」を入れ、実際の史実を差
し挟んだり、「アンデス越えについては、後の海外植民学校創設者の
崎山比佐衛（高知県出身）著「南北米踏破三万哩」の一節を借りよう」
（創刊号）と、他の文献からの引用を行うことで日系移民史の文脈を
取り入れ、歴史的物語を進行させていくのである。他にも、田中誠之
助がミシオネスへの耕作を夢見ながらも日本への一時帰国を余儀なく
され、幾多の事情から樺太への就労をすることになるのであるが、樺
太で行われている森林伐採や当時の製紙業事情、アイヌ民族の生態な
ども描かれることで、物語はより一層信憑性を増し、ふくらみを持つ
ことになる。そしてブラジルやアルゼンチンにおいて実在した移民を
登場させることで、アルゼンチンの歴史と日系移民史は一つの大きな
物語世界を形作っていく。おそらく増山は、最終的にはアルゼンチン
の郷土史としてグワラニーの森を巡る歴史と遥か彼方から渡ってきた
日本人移民の歴史とを接続させる物語を描き、豊穣なる森から恵みを
うけてきた人類の歴史の延長線上にいる現在地としての尚吉とナルシ
サ夫婦、さらに無垢なる魂と化したアンヘリトとともに、物語は昇華
していくはずであったと考えられる。それは次のような記述から判断
出来る。
この物語りは、たった十年にも満たない彼の生命に真心をも
って触れ合って呉れた人々へ、彼の真心の伝言を書き綴ろうと
願ったものである。尚吉夫婦と共に彼の小さな屍の入棺を手伝
った作者は、アンヘリトの余りにもあどけない小天使のほころ
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びに……、それは晴れ晴れとした笑顔であった……、そのほこ
ろびの中に、ふとそれを託すかのような彼の願いを見てとった。
私はアンヘリトの魂に誘われてそれを試みようと決心した。私
も彼の翼に乗って天空を翔てみたい。願わくばアンヘリトの魂
よ、我と共に遊べよ。（創刊号）
南米の移民史において使用される「植民地」とは自作農集団が開
拓した土地のことであり、「植民者」とはその「植民地の人」との意
味である。植民地に入ることを「入植」と言い、入る人を「入植者」
と述べる。日系移民たちは、自分たちの土地として「植民地」を拓こ
うとしたのである。一般的な意味においての植民地というのが、他国
を侵略し、支配するという事柄において行われるものであるとするな
らば、その植民地という社会が終焉した後には、その地で経験された
出来事は、支配した側と支配された側の双方において分かち持たれる
ことになる。例えば日本社会と中国社会において「満洲国」という歴
史事象を巡って同様の事態が生じ、それぞれの社会の内部において植
民地経験が語られてきた。当然日本はアルゼンチンを植民地として侵
略した訳ではない。しかし、国策として「移民」を送り込んだ点を共
通項として考慮するならば、アルゼンチンにおける「移民」の語り口
については考慮が必要である。『巴茶媽媽』の掲載作には「満洲国」
での記憶の語りのように、戦後の日本社会と解放後の中国東北社会の
ように、二つの空間に分けて語られるということはない。つまり、植
民者／被植民者、構造的強者／構造的弱者という枠組みによって語ら
れているわけではない。また、隣国のブラジルにおける日系移民のよ
うに記憶を「郷愁」と接続させて語るわけでもない。細川周平が指摘
するように、ブラジル日系移民は「…郷愁はある程度論じられてきた
が、遊牧性や流動性が高唱される昨今の論調のなかでは、理性を曇ら
せ、判断を後退させる否定的なことと捉えられることが多い。知識人
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は郷愁を売り物にする産業を皮肉ったり、ナショナリズムと頭ごなし
に同一視したり、政治的改革を阻む保守的要因と見なしている。（略）
しかし大半の移民は賢そうな批判をよそに、故郷に思いを馳せてきた。
郷愁をその思いに共感しながら考えるほうが、上滑りな理論作りより
もずっと大切だ」（『遠くにありてつくるもの』みすず書房、2008・７
　２頁）として、絶えず自己認識、同族意識の核として「日本人」で
あることを様々の行動や文章化を通して自覚し、表現し続けてきた。
内地日本においては無自覚的にこの意識・認識は保たれるが、移住先
では既存の社会や文化体制下で、「移民」が率先してその同族性を作
り出すべく制度を打ち立てなければならない。ブラジル移民研究者の
前山隆が「日本を出て初めて人々は『日本人』になった」（『異文化接
触とアイデンティティ』御茶の水書房、2001・２）と述べるのは、日
本では自明の事柄がブラジルでは特異な事柄となり、そのために移民
は自己の再定義を行わなければならなかったとの意味である。日本の
文化は必ずしも移民国の政策や国益と一致したわけではない。日本内
地ではありえない現地でのトラブルを移民たちは経験してきた。しか
し、現地への適応を優先事項としたアルゼンチン移民たちは、大文字
の「日本」意識への接続によるアイデンティティの維持には向かわな
かった。その点が大きな違いである。この意識は「グワラニーの森の
物語」において、次のように書かれている。
その晩、徳治は、一家は当分ブエノス・アイレスに踏みとど
まり、徳太郎と忠雄を学校に通わせて、この国の言葉を習得させ、
一家の道案内役に仕立て、自分は藤坂さんのすすめる鉄工所で
働き、家族の養い分を稼ぐ、との考えを加登に計った。加登と
しても今日の町見物に福々しい道案内役をつとめてくれた初枝
の物知りに感心し、出来たら我子たちも両国語を自由に喋れる
ようになって欲しいと思って
マ マ
た矢先なので、夫の計画にわけも
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なく賛成だった。（第 10 号）
　帰山徳治が一家を伴ってアルゼンチンに到着したものの、迎えに来
ているはずのイギリス系会社の社員の姿が見えずに途方に暮れていた
所、港で運良く日本人移民に会い、一晩宿泊させてもらった翌日の描
写である。日本を出、異国において生活を確立するためには自立しな
ければならない。自立するためには、異国の地で適応しなければなら
ない。適応するためには、その土地の言葉を覚えなければならない、
という思考が当たり前のこととして描かれている。ブラジルとアルゼ
ンチンとでは移民政策の相違もあろうが、一財産作るまでの出稼ぎ意
識で、日本人移民同士寄り集まって暮らし、交渉は通訳に任せるよう
な意識とは全く異なるものとして描かれるのである。
　この帰山徳治も実在した人物で、ほぼ「グワラニーの森の物語」に
描かれている通りの人生を送っている（註 12）。1888 年に北海道札幌郡
江別町に生まれ、田中誠之助の「南米の理想郷ミシオネス」という雑
誌掲載記事を読んでその魅力にとりつかれ、田中に連絡を取り、田中
の知り合いのイギリス人に身元引受人になって貰い、1920 年６月に
妻加登と 5 人の子どもを連れてブエノスアイレスに渡った。最初は杉
原隆治の鉄工所で働き、数ヶ月後にロサリオ郊外の農園に転居。もと
もとミシオネス州で農業を営むことが目的であり、少しずつだがその
目的に近づいている。翌年にはミシオネス州ポサーダスにて小さな家
を借り、生活を始める。その後、同州サンタ・アナに適当な土地が見
つかり、購入する。これがミシオネスにおける日系移民社会発展の始
まりであり、その最初の人物こそ帰山徳治なのである。
５、総体としての『巴茶媽媽』　
「グワラニーの森の物語」は完結しなかった物語であるが、決して
一つの小説としてのみ語られる訳ではない。同じ作者である増山朗の
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「実習生」（第 5 号）やエッセイ「歴史のこぼれ葉」（第７号）、ペンネ
ームである巴茶万太郎を使用した「風来坊『ドン・サウセ』ことヤナギ・
モリジ夜話」（創刊号、第２号）や「クリストバル・コロンブス第一
回航海日誌」（第８号、第９号）、米山南吉の「ドクトル・ナマタメ氏
の山師十年」（第３号）、さらに第６号から第９号まで連載される篠原
修平（註 13）の「興亡の灰」もまた、物語の形式を取りながらも史実の
記録として作用している。当然各々の作品は、各々の作者自身によっ
て紡がれた物語であることに変わりはない。しかし同じ媒体でそれぞ
れの作品が掲載されるということは、アルゼンチンにおける歴史を語
る記録として、作品間において相互作用していることは指摘できる。
それらは『巴茶媽媽』という総体として、お互いの物語を補強する働
きを持つことになる。様々な表現方法と多くの物語世界が組み合わさ
れることにより、それぞれの作品はより輻輳性を生み出すことになる。
その代表的な作品となったのが増山朗の「グワラニーの森の物語」で
あった。増山が「十年ほど前から、『グワラニーの森の物語』に手を
染める。発表の目当ても無いままに幾度も書き変える」（前出「同人
紹介」）と記した物語世界は、時代の流れによるテクノロジーの進歩と、
その恵みを享受した宮本俊樹の技術をはじめ、同人たちの熱意により、
活字化され、『巴茶媽媽』を舞台として結晶していった。
『巴茶媽媽』は、「パチャママ」（＝母なる大地）において、壮大な
アルゼンチンの歴史と風俗、その地にやって来たヨーロッパからの移
民の歴史と日系移民の歴史、そして戦前からの移民と戦後の移住民と
の出会いによって、それらを滋養としながら、日本語という「言の葉」
を繁らせたのである。
（もりや　たかし・法政大学大学院国際文化研究科兼任講師）
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本論文は2011年度科学研究費補助金に採択された、基盤研究Ｃ「南米日系移民お
よび韓国系移民による文学に関する総合的研究」（研究代表者・川村湊）による
研究成果の一部である。
2011年8月、アルゼンチン・ブエノスアイレス、ブラジル・サンパウロでの研究
調査の際、多くの方々にお世話になった。藤澤友子氏、園田昭憲氏、チョン・ギ
ウン氏、曹美姫氏、久田アレハンドロ氏、高木佳奈氏、崎原朝一氏、丑野隆史氏、
土井英明氏、秋月巌氏、宮本俊樹氏。この場を借りて皆様に改めて感謝申し上げ
ます。宮本氏には2011年９月、お忙しい中ブエノスアイレスで入手出来なかった
『巴茶媽媽』を帰国後大阪で貸して頂き、さらに創刊と終刊に関しての貴重なお
話をうかがった。
註
１ 『ブラジルにおける日本人発展史』上巻（ブラジルにおける日本人発展史刊
行委員会、1941・12）
２ 『アルゼンチン日本人移民史　第一巻戦前編』（在亜日系団体連合会・
FANA、2002・6）には、史実として登場するアルゼンチンにおける最古の
日本人として、奴隷売買されることへ告訴して裁判で勝訴し自由の身になっ
たフランシスコ・ハポン（Francisco Xapon）、ブエノスアイレスのコロン劇
場での1873年3月8日付きの公演ポスターに出演の記載がある曲芸団「サツマ」
一座、1886年アルゼンチンに入国したと言われている定着移民第一号である
牧野金蔵。彼らについての詳細も記載されている。
３ 農林水産省「世界の食糧自給率」ＨＰhttp://www.maff.go.jp/j/zyukyu/
zikyu_ritu/013.html
４ 『データブック・オブ・ザ・ワールド2008』（二宮書店、2008・6）によると
アルゼンチンの民族構成は、南ヨーロッパ系白人97％。残り3％をメスチソ（白
人と先住民インディヘナとの混血）、インディヘナ（グアラニー族、ケチュ
ア族）、アフリカ系黒人、アジア系、などが占める。
５ 前出『アルゼンチン日本人移民史　第一巻戦前編』35頁。
６ 『国際協力事業団年報1986』（国際協力サービス・センター、1986・10）348頁。
７ 『巴茶媽媽』のスペイン語翻訳版も2冊刊行されている。
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８ 筆者と川村湊教授は2011年9月18日、宮本俊樹氏と大阪府難波にてお会いし
た。その際、『巴茶媽媽』についてのお話をうかがうことが出来た。
９ 同註８の際、うかがった内容である。
10 「移民史を訪ねて」は合計3回掲載された。「第一回ビオレータ・榛葉さん」（創
刊号）、「第二回高倉謙氏」（第2号）、「第三回小笠原久氏」（第4号）。さらに
増山を「聴き手」として「百才媼の思い出話　語り手・森田ゆくえ女」（第
10号）も掲載されている。
11 同註８の際、うかがった内容である。
12 前出『アルゼンチン日本人移民史　第一巻戦前編』242頁〜 243頁参照。
13 篠原修平は同人・秋月巌のペンネーム。
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